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１．はじめに

コンクリート舗装上で FWD によるたわみ測定を行った場合，コンクリート版の温度勾配がたわみに影響

を及ぼす 1)．これはコンクリート版の上下面の温度差が生じると，熱膨張の差によって版が反るためである

と考えられる．したがって，たわみからコンクリート版の弾性係数や路盤支持力係数の逆解析を行うと温度

勾配が解析結果に影響を及ぼすため 2)，適切な構造評価ができない可能性がある．本文は，たわみに影響を

及ぼす温度勾配を解析し，温度勾配の影響を受けない温度条件の検討を行ったものである．

２．温度勾配とたわみの関係

本研究では，Winkler モデルの有限要素法 3)を用いてコンクリート舗装の変位とたわみを解析した．荷重

を載荷しない状態でコンクリート版（版厚 20cm）は，図-1（温度勾配-0.5℃/cm），図-2（温度勾配 1.0℃/cm）

に示すような形状となる．

　　　図-1　コンクリート版のそり（-0.5℃/cm）　　　　図-2　コンクリート版のそり（1.0℃/cm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表-1　解析条件

ここでは，温度勾配が載荷時のたわみ量に及ぼす影響を

調べるために表-1 の条件で解析を行った．載荷位置は版中

央部とし，たわみ量は温度勾配による変位を除き，荷重の

みでたわむ載荷直下の変位量(D0)である．

図-3 は，版厚 30cm の場合の温度勾配と版中央部の D0

たわみの関係を示している．図-4 は K75 が 0.05N/mm3の

場合の温度勾配と版中央部の D0 たわみの関係を示してい

る．図-3 は路盤支持力係数 K75 の値にかかわらず，温度

勾配が 0.2℃/cm 以下では，ほとんどたわみ量が変わらないことを示し，図-4 は版の厚さにかかわらず，温

度勾配が 0.2℃/cm 以下では，たわみ量が変わらないことを示している．

したがって，温度勾配が 0.2℃/cm 以下では，版中央部のたわみ D0 は，温度勾配の影響をほとんど受けな

いことがわかる．
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荷重 50kN

コンクリート版の弾性係数 30,000N/mm
2

コンクリート版のポアソン比 0.15
コンクリート版の厚さ 20～30cm
コンクリート版の幅 5m
コンクリート版の長さ 10m

コンクリート版の単位体積質量 0.0024kg/cm
3

コンクリート版の熱膨張係数 10×10-6/℃

路盤支持力係数Ｋ75 0.03～0.18N/mm
3

コンクリート版上下面の温度差 -10～20℃
注）1kgf=10Nで換算



　　図-3　温度勾配と D0 たわみの関係（K75 別）　　　図-4　温度勾配と D0 たわみの関係（版厚別）

３．たわみ測定時の温度

コンクリート舗装版の温度勾配は，①版厚，②時刻，③舗装表面温度，④日平均気温から予測することが

可能である 4)．したがって，温度勾配が 0.2℃/cm となる条件を逆算することができる．図-5 と図-6 は温度

勾配 0.2℃/cm となる時刻と（舗装表面温度－日平均気温）の関係を日平均気温別に示したものである．すな

わち，日平均気温より舗装表面温度が何度高くなれば，0.2℃/cm を上回るかを示している．

　図-5　0.2℃/cm となる条件（版厚 20cm）　　　　　図-6　0.2℃/cm となる条件（版厚 30cm）

　図-5，図-6 より，版厚による差が若干見られるが，測定を行うコンクリート版厚と予想される日平均気温

がわかれば，温度勾配が 0.2℃/cm となる舗装表面温度を知ることができる．例えば，版厚 20cm で FWD 試

験を行う日の予想される日平均気温が 5℃の場合，午前 9 時に舗装表面温度が日平均気温より 4℃以上高い

時や午後９時に 11℃以上高い時などは，温度勾配が 0.2℃/cm 以上と予想できる．このように FWD 測定中

に温度勾配の影響を受けているかどうかを知ることができる．

５．おわりに

たわみに影響を及ぼす温度勾配の値と FWD 測定中に温度勾配による影響を受けているかどうかを予想で

きることを示した．ただし，ここではたわみが影響を受ける温度勾配をコンクリート舗装の中央部における

載荷直下のたわみのみでしか行っていない．目地部については，中央部よりも温度勾配の影響を顕著に受け

ることが予想されるので，さらに検討する必要がある．
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